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論文審査の要旨 

膵癌は予後不良であり、根治手術後、頻度の高い肝転移の制御は重要な課題の

一つである。膵癌術後症例に対する肝動注療法は肝転移予防への寄与が期待され

ているが、動注用カテーテル留置の成功率が低いことが問題とされてきた。本研究で

は、近年開発された coaxial システムを用いて肝動注カテーテル留置術を行い、従来

の留置法と比較した。 

膵癌根治術後の補助化学療法目的で肝動注カテーテル留置術が施行された93例

を対象とした。カテーテル交換を行う従来法（Group A: 58例）と coaxial法(Group B: 35

例)において、カテーテル留置成功率や手技時間、透視時間を比較した。また、最終

的に留置された従来システム(51 例)と coaxial システム(42 例)を用いた肝動注療法の

合併症や肝転移発生率、生存率を比較した。 

coaxial法であるGroup Bは、Group Aに対して留置成功率が高い傾向にあり（86.2% 

VS 97.1%, P=0.084）、肝動脈に蛇行・狭窄を有する症例においても有用であった。手

技時間(64.8 分 vs 80.7 分, P=0.0051)や透視時間(14.7 分 vs 26.7 分, P=0.001)は

Group B が有意に短かった。留置したシステム間で合併症に差は認めなかった(15.7% 

vs 16.7%, P=0.898)。術後 1 年以内での肝転移発生率は、従来のシステムが 9.9 %、

coaxial システムが9.1%であった(P=0.678)。中央生存期間は44ヶ月であり、システム間

で有意差は認めなかった(P=0.312)。 

これらの結果より、膵癌術後予防肝動注において、coaxial システムを用いたカテー

テル留置術は手技的成功率が高く、短時間でかつ被曝量を低減できると考えられた。

留置後も従来システムと比較して遜色のない合併症の頻度、肝転移制御効果を認め

た。今後、膵癌術後で特に肝動脈に蛇行・狭窄を有する症例においては、coaxial シス

テムを用いたカテーテル留置を第一選択とすることが推奨される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線診断・低侵襲治療

医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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